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(1) クズ、フジなどの遮光の原因となる植物については、識別し易い冬の農閑期等に蔓刈り等を行う。

(2) 良好な牧草定着を得るため、管理放牧終了後には必ず除草剤による除草を行う。

　 (3)  土粒シードペレットによる播種時には、同時に土壌改良材･化成肥料を施用する。

約10年以上耕作放棄され林地化した遊休桑園

普及上の留意点

放牧地造成に係る労働時間が、慣行法の約64％まで低減され、作業の軽労化が図られる。

放牧地造成に係る資材費用は、慣行法のマクロシードペレットを使用する方法の約74％まで低減される。

慣行法のマクロシードペレットを使用した場合と同等以上の牧草定着が得られる。

適用範囲

桑樹の剥皮は作業のし易い４月から５月頃に行い、ほぼ胸位置の所を環状に幹全周囲を幅5cm程度以上を剥皮す
る。剥皮は、草刈り鎌を使用するが両刃タイプのものが作業性が良い。剥皮作業時間は約5.2時間/人/10a（直径３
cm程度以下は除外)で、慣行法による桑樹落葉期（３月頃）の伐採･積載･搬出の作業時間（約14.3時間/人/10a）と比
較して大幅に低減でき、作業の質も軽労働に変わる。

管理放牧は、給水施設や避陰場所を設け、現存する雑草等の量に応じ適宜フスマ、粗飼料などの補助飼料と鉱塩を
与える。また、除草剤は非選択性のグリホサート系等を用いる。

土粒シードペレットの製造方法は、ホームセンター等で市販されている園芸用赤玉土（大粒）　に市販の洗濯用澱粉
糊を水で溶いて加え良く撹拌し、次に牧草種子を加えて均一になるまで撹拌して製造する。この際、2m×2mのブ
ルーシートを用いると安価で容易にできる。また、１回の製造量を１ａの分量とすると散布の際に目安が付けやすい。
製造後は糊が乾ききる前に播種床になるべく均一に散布する。なお、土粒14L当たり1～2Ｌの水を予め土粒に散水し
てから糊を加えると糊着きが良くなる。10a当たりの資材量は土粒280L、牧草種子3.2kg、澱粉糊2.0kg（溶解用の水量
10L）とする。

期待される効果

新技術の解説

要旨

　森林化した遊休桑園で、桑樹落葉期（３月頃）の伐採・積載・搬出は行わず、枯木化するために樹幹の一部を環状剥皮
し（４～５月）、管理放牧と除草剤散布の後にマクロシードペレットの代替えとして土粒シードペレットを用いて牧草を播種
（９月）しても、牧草の導入と軽労化が可能となる。

牧草導入までの手順は、桑樹の剥皮、電気牧柵等などの施設設置と管理放牧、播種前の除草剤散布、土粒シードペ
レットによる牧草播種及び施肥とする。翌年４月頃から放牧利用を開始するが、当年より一般草地同様の施肥管理を
行う。

林地化した遊休桑園で桑樹を伐採・積載・搬出せずに
剥皮処理しながら牧草を導入する方法
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